
平成™�年�月˜š日 金曜日 (号外第˜š™号)官 報
hllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllli

jmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmk

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

n

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

_

業
務
の
公
共
性
、
透
明
性
及
び
自
主
性
等

独
立
行
政
法
人
通
則
法
及
び
個
別
法
の
運
用
に
当

た
っ
て
は
、
独
立
行
政
法
人
の
事
務
及
び
事
業
が
内

外
の
社
会
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
つ
つ
適
切
に
行
わ
れ

る
よ
う
、
独
立
行
政
法
人
の
事
務
及
び
事
業
の
特
性

等
は
十
分
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

た
。（
第
三
条
第
三
項
関
係
）

２

独
立
行
政
法
人
評
価
制
度
委
員
会

総
務
省
に
、
独
立
行
政
法
人
評
価
制
度
委
員
会
（
以

下
「
委
員
会
」
と
い
う
。）を
置
き
、
委
員
会
は
委
員
一

〇
人
以
内
で
組
織
し
、
委
員
は
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
二
条
、
第
一
二
条
の
三
第
一

項
及
び
第
一
二
条
の
四
第
一
項
関
係
）

３

役
員
及
び
職
員

^

監
事
の
職
務
及
び
権
限
等

監
事
に
つ
い
て
、
役
員
（
監
事
を
除
く
。）及
び
職

員
に
対
す
る
事
務
及
び
事
業
の
報
告
の
求
め
、
独
立

行
政
法
人
の
業
務
及
び
財
産
の
状
況
の
調
査
、
独
立

行
政
法
人
が
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
規
定
に
よ
り

主
務
大
臣
に
提
出
す
る
書
類
及
び
報
告
書
等
の
調

査
、
役
員
の
不
正
行
為
の
法
人
の
長
及
び
主
務
大
臣

に
対
す
る
報
告
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
九
条
第
五
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
一
九

条
の
二
関
係
）

_

役
員
の
任
命

主
務
大
臣
は
、
法
人
の
長
又
は
監
事
を
任
命
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
、
公
募
の
活
用
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
公
募
に
よ

ら
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、透
明
性
を
確
保
し
つ
つ
、

候
補
者
の
推
薦
の
求
め
そ
の
他
の
適
任
と
認
め
る
者

を
任
命
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
二
〇
条
第

三
項
関
係
）

`

役
員
の
義
務
及
び
責
任

独
立
行
政
法
人
の
役
員
に
職
務
忠
実
義
務
を
課
す

と
と
も
に
、
役
員
及
び
会
計
監
査
人
に
損
害
賠
償
責

任
を
課
す
こ
と
と
し
た
。（
第
二
一
条
の
五
及
び
第
二

五
条
の
二
関
係
）

６

国
立
研
究
開
発
法
人
の
業
務
運
営

^

中
長
期
目
標

主
務
大
臣
は
、
五
年
以
上
七
年
以
下
の
期
間
に
お

い
て
国
立
研
究
開
発
法
人
が
達
成
す
べ
き
中
長
期
目

標
を
定
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
際
、
あ
ら
か
じ
め
委

員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

た
。（
第
三
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
項
関
係
）

_

各
事
業
年
度
に
係
る
業
務
の
実
績
等
に
関
す
る
評

価
等

\

国
立
研
究
開
発
法
人
は
、
毎
事
業
年
度
の
終
了

後
、
当
該
事
業
年
度
の
業
績
（
中
長
期
目
標
の
期

間
の
最
後
の
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
に

あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
年
度
の
業
績
及
び
中
長
期

目
標
の
期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
中
長
期
目

標
の
期
間
の
業
績
）
に
つ
い
て
、
主
務
大
臣
の
評

価
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第

三
五
条
の
六
第
一
項
関
係
）

]

委
員
会
は
、
中
長
期
目
標
の
期
間
の
業
績
評
価

の
結
果
に
つ
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
主
務
大
臣
に
意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
し
た
。（
第
三
五
条
の
六
第
八
項
関
係
）

^

主
務
大
臣
は
、
\
の
評
価
結
果
に
基
づ
き
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
法
人
に
対
し
、
業
務

運
営
の
改
善
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三

五
条
の
六
第
九
項
関
係
）

`

中
長
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
の
検
討

\

主
務
大
臣
は
、
中
長
期
目
標
の
期
間
の
業
績
の

評
価
を
行
っ
た
と
き
は
、
法
人
の
業
務
の
継
続
又

は
組
織
の
存
続
の
必
要
性
そ
の
他
そ
の
業
務
及
び

組
織
の
全
般
に
わ
た
る
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果

に
基
づ
き
、
業
務
の
廃
止
若
し
く
は
移
管
又
は
組

織
の
廃
止
そ
の
他
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

と
し
た
。（
第
三
五
条
の
七
第
一
項
関
係
）

]

委
員
会
は
、
\
の
検
討
結
果
及
び
講
ず
る
措
置

の
内
容
に
つ
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
主
務
大
臣
に
意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
委
員
会
に
よ
る
主
務

大
臣
に
対
す
る
勧
告
及
び
内
閣
総
理
大
臣
へ
の
意

見
具
申
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
五

条
の
七
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
三
五
条
の

八
関
係
）

a

研
究
開
発
審
議
会

主
務
大
臣
は
、
中
長
期
目
標
を
定
め
よ
う
と
す
る

と
き
、
業
績
の
評
価
を
行
お
う
と
す
る
と
き
及
び
中

長
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
の
検
討
を
行
う
に
当

た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
研
究
開
発
審
議
会
の
意
見

を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
三
五

条
の
四
第
四
項
、
第
三
五
条
の
六
第
六
項
及
び
第
三

五
条
の
七
第
二
項
関
係
）

b

違
法
行
為
等
の
是
正
等

主
務
大
臣
は
、
違
法
行
為
又
は
著
し
く
適
正
を
欠

く
業
務
運
営
等
に
つ
い
て
、
法
人
に
対
し
て
是
正
又

は
改
善
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第

三
五
条
の
八
関
係
）

７

行
政
執
行
法
人
の
業
務
運
営

^

年
度
目
標

主
務
大
臣
は
、
行
政
執
行
法
人
が
達
成
す
べ
き
業

務
運
営
に
関
す
る
年
度
目
標
を
定
め
、
こ
れ
を
当
該

法
人
に
指
示
す
る
と
と
も
に
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
三
五
条
の
九
第
一
項
関

係
）

４

業
務
運
営

^

内
部
統
制
の
体
制
整
備

業
務
方
法
書
に
は
、
役
員
（
監
事
を
除
く
。）の
法

令
等
遵
守
そ
の
他
法
人
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る

た
め
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
二
八
条
第
二
項
関

係
）

_

目
標
設
定
及
び
業
績
評
価
に
関
す
る
指
針

\

総
務
大
臣
は
、
中
期
目
標
、
中
長
期
目
標
及
び

年
度
目
標
の
策
定
並
び
に
業
績
評
価
に
関
す
る
指

針
を
定
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
際
、
総
合
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
が
作
成
す
る
研
究
開

発
の
事
務
及
び
事
業
に
係
る
指
針
案
を
適
切
に
反

映
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
委
員
会
の
意

見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第

二
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）

]

主
務
大
臣
は
、
\
の
指
針
に
基
づ
き
、
中
期
目

標
、
中
長
期
目
標
及
び
年
度
目
標
を
定
め
る
と
と

も
に
、
業
績
評
価
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
し
た
。（
第
二
八
条
の
二
第
三
項
関
係
）

`

評
価
結
果
の
取
扱
い
等

独
立
行
政
法
人
は
、
業
績
評
価
の
結
果
を
、
中
期

計
画
及
び
年
度
計
画
等
並
び
に
業
務
運
営
の
改
善
に

適
切
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
毎
年
度
、
反
映
状

況
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第

二
八
条
の
四
関
係
）

５

中
期
目
標
管
理
法
人
の
業
務
運
営

^

中
期
目
標

主
務
大
臣
は
、
三
年
以
上
五
年
以
下
の
期
間
に
お

い
て
中
期
目
標
管
理
法
人
が
達
成
す
べ
き
中
期
目
標

を
定
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
際
、
あ
ら
か
じ
め
委
員

会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

た
。（
第
二
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
関
係
）

_

各
事
業
年
度
に
係
る
業
務
の
実
績
等
に
関
す
る
評

価
等

\

中
期
目
標
管
理
法
人
は
、
毎
事
業
年
度
の
終
了

後
、
当
該
事
業
年
度
の
業
績
（
中
期
目
標
の
期
間

の
最
後
の
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
に
あ
っ

て
は
、
当
該
事
業
年
度
の
業
績
及
び
中
期
目
標
の

期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
中
期
目
標
の
期
間

の
業
績
）
に
つ
い
て
、
主
務
大
臣
の
評
価
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
三
二
条
第

一
項
関
係
）

]

委
員
会
は
、
中
期
目
標
の
期
間
の
業
績
評
価
の

結
果
に
つ
い
て
、必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

主
務
大
臣
に
意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
し
た
。（
第
三
二
条
第
五
項
関
係
）

^

主
務
大
臣
は
、
\
の
評
価
結
果
に
基
づ
き
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
法
人
に
対
し
、
業
務

運
営
の
改
善
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三

二
条
第
六
項
関
係
）

`

中
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
の
検
討

\

主
務
大
臣
は
、
中
期
目
標
の
期
間
の
業
績
の
評

価
を
行
っ
た
と
き
は
、
法
人
の
業
務
の
継
続
又
は

組
織
の
存
続
の
必
要
性
そ
の
他
そ
の
業
務
及
び
組

織
の
全
般
に
わ
た
る
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に

基
づ
き
、
業
務
の
廃
止
若
し
く
は
移
管
又
は
組
織

の
廃
止
そ
の
他
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と

し
た
。（
第
三
五
条
第
一
項
関
係
）

]

委
員
会
は
、
\
の
検
討
結
果
及
び
講
ず
る
措
置

の
内
容
に
つ
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
主
務
大
臣
に
意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
委
員
会
に
よ
る
主
務

大
臣
に
対
す
る
勧
告
及
び
内
閣
総
理
大
臣
に
対
す

る
意
見
具
申
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。（
第

三
五
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
三
五
条
の

二
関
係
）

a

違
法
行
為
等
の
是
正
等

主
務
大
臣
は
、
違
法
行
為
又
は
著
し
く
適
正
を
欠

く
業
務
運
営
等
に
つ
い
て
、
法
人
に
対
し
て
是
正
又

は
改
善
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第

三
五
条
の
三
関
係
）

™


		2014-06-12T15:16:17+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




